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国立大学法人和歌山大学

（単位：円）

区分 予算額 決算額
差額

（決算－予算）
備考

収入

　運営費交付金 4,160,191,000 4,271,911,000 111,720,000 注1)

　施設整備費補助金 189,200,000 185,997,880 △ 3,202,120 注2)

　補助金等収入 226,769,000 241,186,519 14,417,519 注3)、注4)

　自己収入 2,489,311,000 2,624,561,005 135,250,005

　　授業料、入学金及び検定料収入 2,418,283,000 2,473,493,272 55,210,272 注5)

　　雑収入 71,028,000 151,067,733 80,039,733 注6)

　産学連携等研究収入及び寄附金収入等 145,459,000 254,007,208 108,548,208 注7)

　引当金取崩 － 7,032,999 7,032,999 注8)

　前中期目標期間繰越積立金取崩 192,898,000 17,010,507 △ 175,887,493 注9) 

計 7,403,828,000 7,601,707,118 197,879,118

支出

　業務費 7,059,062,000 6,687,496,903 △ 371,565,097

　　教育研究経費 7,059,062,000 6,687,496,903 △ 371,565,097 注10) 

　施設整備費 189,200,000 185,997,880 △ 3,202,120 注11)

　補助金等 10,107,000 37,096,101 26,989,101 注12)

　産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 145,459,000 179,436,188 33,977,188 注13)、注14)

計 7,403,828,000 7,090,027,072 △ 313,800,928

収入－支出 － 511,680,046 511,680,046

　　　なっています。

　　　なっています。

　　　なっています。

　　　収入」、経常費用の「業務費」及び「一般管理費」に計上しています。

注14) 科学研究費助成事業の間接経費は、決算報告書では収入の「産学連携等研究収入及び寄附金収入等」、支出

　　　の「産学連携等研究経費及び寄附金事業費等」に計上していますが、損益計算書では経常収益の「研究関連

　　　33,977,188円多額となっています。

注6)　主として合同企業説明会参加費収入等の増加により、予算金額に対して決算金額が80,039,733円多額と

　　　なっています。

注13) 主として　産学連携等研究経費による支出が見込よりも多かったことにより、予算金額に対して決算金額が
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注1)　予算段階では予定していなかった教育・研究基盤維持経費等の追加配分があったことなどにより、予算金額に

注4)　補助金等収入には、授業料等減免費交付金が203,941,000円含まれており、本補助金は授業料等免除に使用

　　　なっています。

　　　しています。

注5)　主として授業料収入が見込より多かったことにより、予算金額に対して決算金額が55,210,272円多額と

　　　対して決算金額が111,720,000円多額となっています。

注3)　補助金等が見込よりも多かったことにより、予算金額に対して決算金額が14,417,519円多額となっています。

注2)　予算段階では予定していなかった補助事業の計画変更などにより、予算金額に対して決算金額が3,202,120円

　　　少額となっています。

注10)　主として物件費が見込よりも少なかったことにより、予算金額に対して決算金額が371,565,097円少額と

注11)　注2)により、予算金額に対して決算金額が3,202,120円少額となっています。

注12) 補助金等の支出額が見込よりも多かったことにより、予算金額に対して決算金額が26,989,101円多額と

注7)　主として寄附金の獲得が予定より多かったことにより、予算金額に対して決算金額が108,548,208円多額と

注9)　前中期目標期間繰越積立金の支出額が見込よりも少なかったことにより、予算金額に対して決算金額が

　　　175,887,493円少額となっています。

注8)　退職者に対する退職給付引当金を取り崩したことにより、予算金額に対して決算金額が7,032,999円多額と

　　　なっています。


